
詳細は、及川幸久潜在意識チャンネル、チェンジ・ジャパン幸福実現党応援TVで、毎日動画配信をしています。
ご多用の中を、お読みくださり、誠にありがとうございました。 

そこで、及川が訴える年金制度改革とは、現在必要な方には、国からキッチリ払う。返してほしい方には、
年金国債として返済し、換金や非課税相続も出来るようにする。年金世代を支えるため、若者が多額
の負担を強いられるのは望ましくない。破たんした現状の年金制度に縛り付けるのではなく、一旦清算し
若者向けの「積立年金」を新たに創設する・・必ず、未来への不安を解消します。

＜国際政治コメンテーターとして海外メディア出演多数＞

チェンジ・ジャパン
　　日本を変えよう

＜及川幸久（おいかわゆきひさ）の著作＞

　父親が、吉田茂内閣の時の大臣秘書だった関係で、政治の世界には昔から関心が深かったが、上智
大学や国際基督教大学で、神学や新聞学を専攻するクリスチャンでもあった。
　しかし、就職は、NYウオール街やロンドンの投資会社へ。だから、金融商品の裏も表も知り尽くしている
・・そんな及川より、老後2000万円不足問題の裏に何があったのか？皆様にお知らせを！
　年金破たんもあって、近年「つみたてNISA」（金融庁）と「確定拠出年金iDeCo」（厚労省）という
金融商品を売り出したが、加入者が増えない。そこで、加入者集めを目的に「老後の年金だけでは足り
ない」と危機感をあおる報告書を出した。節税できる、窓口での手数料ゼロと言っても、国の機関に支払
う手数料が高い！iDeCoの場合、手数料を取られる「国民年金基金連合会」は、厚生労働省の官僚
たちの天下り先。悪い商品ではないですが、天下り官僚のための資金源になっている可能性があります。

　アメリカや中国は減税で景気回復、マレーシアは消費税ゼロに！世界が減税路線を歩む中、日本
は、また消費税を上げようとしている・・倒産や自殺や貧困で、国民を苦しめるのは明らかです。
　2017年に麻生財務大臣は、「企業への内部留保に税金をかけたら、二重課税になるから反対だ」と
言ったのに、私たちには、所得税の上に、更に消費税が課せられる・・また、制度開始より50年間に、
積み立てられた年金は1000兆円あるはずなのに、800兆円も消えている。それは、たとえば天下り先
での高額な給料や退職金を始め、使途不明のお金として使い込まれたから・・そのツケが、年金の受給
減額や消費増税となって私たちにきています。更には、民間給与が下がる一方なのに、公務員の給与
は上がり続けている・・及川ゆきひさと一緒に、国民のための政治へとチェンジしませんか？


